
（公表様式１） 

１．第三セクター基本情報 

名 称 
山口特産開発 

株式会社 
所 在 地 

〒508-0501 岐阜県中津川市

山口 3373-123 

代 表 者 名 
代表取締役社長 

田澤 重彦 
設立年月日 平成 4年 7月 6日 

事 業 内 容 
道の駅の管理運営 

菓子製造 

管理施設の 

契 約 形 態 
貸付 

資 本 金 

市出資額 （ 割合 ） 

4,100 万円 

2,400 万円 （58.5％） 

役 職 員 等 

※（）について 

役員数 

職員数 

11 人（） 

2 人（0） 

連 絡 先 等 
電話番号（0573）75-5950 

ホームページアドレス http://sizumo.jp/  

管 理 施 設 

（ 所 有 区 分 ） 

① 道の駅賤母、木曽ごへー本舗 

② おふくろ工房 

（市所有） 

（自社所有） 

※（）は、うち市出向者・退職者数を示します。役員数のうち市出向者には市長、副市長も含まれます。 

 

２．中津川市による点検評価の結果 

経営状況につい

ての予備的診断

における評価 

A 
Ａ：経営努力は行いつつ事業は継続 

Ｂ：事業内容の大幅な見直し等による抜本的な経営改善が必要 

Ｃ：深刻な経営難の状況であり、経営の観点から事業の存続を含めた検討が必要 

①事業は適切であるか 

（市の負担額以上に効果が上がっているか） A Ａ： 

適正 

Ｂ： 

改善が

必要 

Ｃ： 

不適正 

市の負担額はゼロであり累積黒字法人

である。地域密着を目指した経営を行っ

ている。 

②赤字を圧縮するために効率経営の自助努力を十

分行っているか （維持管理経費の節減、収入増に

つながる経営など効率経営を十分行っているか） 

Ａ 

市内外のイベントでは、出張販売に参加

し販路拡大を行っている。 

③事業を継続するための必要最低限の収支、財務

状況を維持しているか （純損益が±ゼロ以上の状

態となっているか） 

A 

ほぼコロナ前の水準まで、売り上げなど

戻しており、前年度に対し、増収増益で

ある。 

④今後の方向性に関する

コメント、克服すべき課題 

事業を継続するために高齢化した組織への対策が必須である。専門家からの意見

を聴くなど具体的な対策が必要である。 

 

３．その他特記事項 

・市有財産（施設）運用管理マスタープランに基づく施設譲渡に向けて市と協議を継続する。 

 

４．作成年月日及び作成担当部署 

作成年月日  令和６年２月２８日 

作成担当部署  岐阜県 中津川市 総務部 資産経営課 

http://sizumo.jp/


第三セクター　　山口特産開発株式会社

【貸借対照表】 （単位：円）

27期（H30.2-H31.1） 28期（H31.2-R2.1） 29期（R2.2-R3.1） 30期（R3.2-R4.1） 31期（R4.2-R5.1）

[資産] 143,958,375 154,762,212 142,932,443 146,979,605 155,823,120

流 動 資 産 124,622,099 134,276,507 121,859,708 127,657,701 137,631,434

固 定 資 産 19,336,276 20,485,705 21,072,735 19,321,904 18,191,686

[負債] 16,682,147 18,042,375 9,443,684 13,332,300 16,404,169

流 動 負 債 14,606,367 13,617,763 5,488,508 9,394,220 12,333,345

固 定 負 債 2,075,780 4,424,612 3,955,176 3,938,080 4,070,824

[純資産] 127,276,228 136,719,837 133,488,759 133,647,305 139,418,951

資 本 金 41,000,000 41,000,000 41,000,000 41,000,000 41,000,000

自 己 資 本 13,000,000 13,000,000 13,000,000 13,000,000 13,000,000

繰 越 余 剰 金 108,719,837 99,194,228 108,678,017 105,434,999 111,418,951

自己資本比率 88.4% 88.3% 93.4% 90.9% 89.5%

【損益計算書】 （単位：円）

27期（H30.2-H31.1） 28期（H31.2-R2.1） 29期（R2.2-R3.1） 30期（R3.2-R4.1） 31期（R4.2-R5.1）

売 上 高 268,348,788 272,285,289 201,277,156 209,282,915 240,269,815

売 上 原 価 141,848,732 144,631,907 109,064,198 114,465,868 131,516,573

原 価 率 52.9% 53.1% 54.2% 54.7% 54.7%

売 上 総 利 益 126,500,056 127,653,382 92,212,958 94,817,047 108,753,242

売上総利益率 47.1% 46.9% 45.8% 45.3% 45.3%

販 管 費 112,426,465 114,982,656 101,798,044 97,859,891 102,965,442

販 管 費 比 率 41.9% 42.2% 50.6% 46.8% 42.9%

人 件 費 78,131,112 80,571,991 70,065,617 65,890,667 66,680,466

人 件 費 率 29.1% 29.6% 34.8% 31.5% 27.8%

営 業 利 益 14,073,591 12,670,726 ▲ 9,585,086 ▲ 3,042,844 5,787,800

営 業 外 収 益 444,770 422,763 140,455 3,358,151 1,995,546

営 業 外 費 用 1,128,540 13,093,489 202,572,932 0 1,168,000

経 常 損 益 13,389,821 0 ▲ 212,017,563 315,307 6,615,346

当 期 純 損 益 9,012,261 9,480,789 ▲ 3,240,018 130,306 5,771,646

(※指定管理料等) 0 0 8,148,855 1,159,000 0

【※を除く収支】 9,012,261 9,480,789 ▲ 11,388,873 ▲ 1,028,694 5,771,646

特記事項 ※指定管理料等は、コロナの影響に対する観光施設維持管理補助金
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